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難治性疾患克服研究におけるパーキンソン病に関する研究成果 

【神経変性疾患に関する調査研究班（主任研究者）へのアンケート】 
（調査期日：平成１８年５月） 

 
１． 初代研究班発足から現在までの間の研究成果について（特定疾患の研究班が独

自に解明・開発し、本研究事業として公表したもの。なお、原則他の研究事業等に

依存していないもの。） 
 

（１）原因究明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 
 時期 及び 

班長名（当時） 
内容 備考 

１ 1998 年度 
田代邦雄 

常染色体劣性若年性パーキンソニズム(ARJP)原因遺

伝子 Parkin 発見 
別添 
(最終項)

１ 
２ 2002 年度 

葛原茂樹 
常染色体優性パーキンソン病（Park8，相模原家系）

原因遺伝子座の決定 
別添 
(最終項)

２ 
３ 2002 年度 

葛原茂樹 
孤発性パーキンソン病の発症リスク遺伝子多型の探

索 
別添 
(最終項)

３ 
４ 2005 年度 

葛原茂樹 
α‐synuclein は孤発性パーキンソン病の感受性遺伝

子である 
別添 
(最終項)

４ 
※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 

 
 
（２）発生機序の解明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 2000 年度 
田代邦雄 

Parkin 蛋白がユビキチンリガーゼであることの発見．

神経細胞内蛋白分解障害が発生機序であることを示

唆． 

別添 
(最終項)

５ 

２    

３    

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
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（３）治療法（予防法を含む）の開発について 
ア 発症を予防し、効果があったもの 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１    

２    

３    

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 
イ 完治に至らしめることはできないが、進行を阻止し、効果があったもの 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 2001 年度 
田代邦雄 

パーキンソン病の定位脳手術の適応と手技の確立に

関する多施設共同研究 
別添 
(最終項)

６ 
２    

３    

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
 
ウ その他根本治療の開発についてもの 

 時期 及び 
班長名（当時） 

内容 備考 

１ 2002 年度 
葛原茂樹 

MPTP 投与パーキンソンモデルザルに対するアデノ

随伴ウィルス(AAV)ベクターを用いたドパミン合成酵

素遺伝子導入治療 

別添 
(最終項)

７ 

２    

３    

※他の研究事業と分離不可の場合は、不可としその理由を簡単に記載してください。 
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２．「１」以外で、国内、国外を問わず、研究成果の現在の主な状況について  

（１）原因究明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 
 時期  内容 文献 
１ 1997 年 常染色体優性遺伝パーキンソン病（イタリア・ギリシャ

由来）の原因遺伝子α-synuclein の発見 
別添 
（最終項）

８ 
２ 2002 年 常染色体劣性遺伝パーキンソン病の原因遺伝子 DJ-1 の

同定 
別添 
（最終項）

９ 
３ 2004 年 常染色体優性パーキンソン病（相模原）の原因遺伝子

LRRK2(dardalin)の同定 
別添 
（最終項）

１０ 
 

 
 
（２）発生機序の解明について（画期的又は著しく成果のあったもの） 

 時期  内容 文献 
１ 1998 年 α-synuclein がレビー小体の主要な構成要素であるこ

との証明 
別添 
（最終項）

１１ 
２ 2000 年 ユビキチンリガーゼとしてのパーキン蛋白の基質とし

て CDCrel-1 を同定 
別添 
（最終項）

１２ 
３ 2001 年 パーキン蛋白リガーゼでパーキン代謝に関与する Pael

受容体を同定 
別添 
（最終項）

１３ 
 
 
 

（３）治療法（予防法を含む）の開発について 
ア 発症を予防し、効果があったもの 

 時期 内容 文献 
１    

２    

３    
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イ 完治に至らしめることはできないが、進行を阻止し、効果があったもの 

 時期 内容 文献 
１ 1967 年 L‐ドパ大量投与がパーキンソン病症状に著効すること

の発見 
別添 
（最終項）

１４ 
２ 1978 年 ドパミンアゴニストがパーキンソン症状を改善するこ

との確認と適用 
別添 
（最終項）

１５ 
３ 1993 年 MAO-B 阻害薬のデプレニルが MPTP 中毒パーキンソ

ンモデル動物の発症を防止することを発見 
別添 
（最終項）

１６ 
４ 1987 年 脳深部刺激がパーキンソン症状を改善することの発見

と治療法確立 
別添 
（最終項）

１７ 
５ 1990 年 ヒト胎児中脳神経細胞のパーキンソン病患者脳への移

植により症状が改善 
別添 
（最終項）

１８ 
６ 1994 年 パーキンソン病患者脳への自己交感神経節移植による

改善 
別添 
（最終項）

１９ 
７ 2001 年 ヒト胎児脳移植の効果の検証 別添 

（最終項）

２０ 
 

 
 
ウ その他根本治療の開発についてもの 

 時期  内容 文献 
１ 2000 年 ES 細胞からのドパミン分泌細胞への分化誘導 別添 

（最終項）

２１ 
２    

３    
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